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報道関係者各位                               2026年 7月 31日 

ミガロホールディングス株式会社 

 

【投資経験者 545 名に調査】"AI のいいなり投資"が顕在化。AI を参考に投資す
る人の 6 割が「AI の回答だけで投資を実行」、うち 8 割超が損失・後悔 
〜20 代の投資情報源は「生成 AI」が専門家を抜いて 1 位。AI を参考にした投資の失敗経験

も、全年代で最も高い結果に〜 

 

「デジタル」と「リアル」の融合で新たな価値を創造する企業、ミガロホールディングス株式会社(本

社：東京都新宿区、代表取締役社⻑：中⻄ 聖、証券コード：5535、以下「ミガロ HD」) のグループ会社

プロパティエージェント株式会社(本社：東京都新宿区、代表取締役社⻑：中⻄ 聖、以下「プロパティエ

ージェント」)は、現在投資を行っており、賞与（ボーナス）の支給を受けたことがある全国の会社員・

会社役員・公務員・経営者 545名を対象に「投資への AI 活用の実態調査」を実施しました。その結果、

AI の回答を確認・検証しないまま投資を実行する"AIのいいなり投資"の広がりと、そのリスクが明らか

になりました。 

※「AI のいいなり投資」とは：生成 AI の回答を、自分で確認・検証しないまま、そのまま投資判断に採用してしまうこと

（本調査における造語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査背景 

2024 年の新 NISA 開始以降、個人の資産形成への関心は一段と高まり、夏のボーナスを投資に回す人

も少なくありません。こうした中、ミガログループのプロパティエージェントが 2025 年 8 月に実施した

調査では、投資経験者の約 8 割が「とりあえず・なんとなく」で投資を始め、6 割が損失や後悔を経験し

ている実態が浮かび上がりました。 

それから 1 年。ChatGPT や Gemini などの生成 AI は、本調査でも 76.2%が週 1 日以上利用すると回答

するなど日常の相談相手として定着し、「考えずに投資する」構図を新たな形に変えつつあります。投
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資という人生の重要な判断において AI がどのように使われているのか——その実態とリスクを明らかに

するため、昨年に続き本調査を実施しました。 

 

■調査サマリ 

・これまでに賞与（ボーナス）を投資に使った経験がある人は 77.2%。20代では男女とも 9割超 

・投資判断の情報源は約 3人に 1人（32.8%）が「生成 AI」。20代に絞ると 46.8%で、専門家を抜いて

1位に 

・投資判断で AI を参考にする人は、少額投資で 96.7%、数十万円以上の投資でも 94.4%が AI の回答を参

考に。9割超が銘柄選定などで回答を「そのまま採用」した経験あり 

・生成 AI利用者の 80.5%が AIの回答を「信用している」と回答。70.5%は「自分で確かめずにそのまま

参考にする」 

・AIを参考に投資する人の 62.0%が「AI の回答だけを根拠に、確認せず投資を実行」。その 85.6%が損

失・後悔を経験 

・AIを参考にする人のうち、投資知識に「かなり自信がある」人では 9割が損失・後悔を経験 

・不安を感じながらも、70.7%が「今後も投資判断で AIを活用したい」と回答 

※各数値の母数（ベース）は本文の各グラフ下に記載しています。 

 

■調査結果 

回答者の属性——20 代から 60 歳以上まで、幅広い年代の"現役投資家"545 名が回答 

本調査の回答者は、現在投資を行っており、賞与（ボーナス）の支給を受けたことがある会社員・会

社役員・公務員・経営者 545名です。年代構成は 20代 17.2%、30代 27.3%、40代 30.5%、50代

19.3%、60歳以上 5.7%と、特定の世代に偏らず、資産形成の現役世代を幅広くカバーしています。性別

は男性 73.6%・女性 26.4%です。 

いずれの回答者も投資の"実践者"であるため、本調査の結果は「投資に関心がある人」ではなく、実際

にお金を動かしている人々の AI 活用の実態を映したものといえます。 
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ボーナスを投資に回す人が急増——昨年調査から 18 ポイント増の 77.2%に 

これまでに賞与（ボーナス）を投資に使った経験がある人は 77.2%にのぼりました。年代別では 20代

（男性 91.9%・女性 93.8%）、30代（男性 86.9%・女性 85.7%）と若い世代ほど高く、ボーナスが投資 

の入り口になっている実態がうかがえます。 

 

同様の条件で実施した昨年調査（2025年 8月）では 59.1%だったのに対し、今回は 18.1ポイント増。

新 NISAの定着も背景に、ボーナスを投資に回す動きがこの 1年で大きく広がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昨年調査：2025年 8月 19日〜20日実施。投資経験があり、ボーナス（賞与）支給経験のある全国 20〜69歳 550名を対象に実施

（文末の関連リリース参照） 

 

また、投資に資金を回すきっかけは「貯金がある程度たまったとき」（43.5%）が最多で、「まとまっ

た臨時収入があったとき」（39.3%）が続きます。夏のボーナスシーズンは、まさに投資の意思決定が集

中するタイミングといえます。 

 

投資の"相談相手"、3 人に 1 人が生成 AI——20 代では専門家を抜いて 1 位に 

投資判断の際に参考にしたことがある情報源は、「証券会社・銀行・FPなどの専門家」（40.4%）、

「YouTube動画」（37.6%）、「新聞・ニュースサイト」（35.0%）、「SNS」（34.5%）が上位となる

一方、「生成 AI（ChatGPT・Gemini等）」（32.8%）も約 3人に 1人が参考にする水準に達しているこ

とがわかりました。生成 AI はすでに「家族・友人・知人」（18.9%）を大きく上回っており、身近な人

よりも AIに投資の相談をする時代になりつつあります。なお、20代に絞ると生成 AIは 46.8%で専門家

を上回り最多となっており、若い世代ほどこの傾向は顕著です（詳細は後述の「Z世代」の章）。 
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AIを参考にする理由は「手軽ですぐ答えが出る」（64.2%）、「24時間相談できる」（63.1%）、「無

料・低コスト」（51.4%）が上位を占めました。一方で「回答の内容が正確だと思う」（10.6%）は最も

低く、正確さへの信頼ではなく、手軽さ・利便性が AI利用を押し上げている構図が浮かび上がります。 

 

金額を問わず"AI 頼み"——9 割超が AI の回答を「そのまま採用」、対象は銘柄選定から売買タイミング

まで 

投資判断で生成 AI を参考にする人のうち、少額の投資（数万円程度）では 96.7%、まとまった金額の

投資（数十万円以上）でも 94.4%が AI の回答を参考にすると回答しました。金額が大きくなっても参考

度はほとんど下がらず、投資額の大きさが慎重さにつながっていない実態がうかがえます。 

さらに、AI の回答を"そのまま採用"したことがある投資判断は「銘柄・物件の選定」（57.0%）が最多

で、次いで「売買タイミング」（48.6%）、「投資金額」「資産配分」（各 43.0%）と続き、「そのまま

採用したことはない」（8.9%）はごくわずか——裏を返せば、91.1%が何らかの投資判断で AI の回答を

そのまま採用した経験があることになります。銘柄選定や売買タイミングといった、投資成果を直接左

右する場面で AI の回答がそのまま実行に移されています。 
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AI を信じすぎている実態——自分の考えと食い違っても「AI を優先」が 4 割超、自分を信じる人を上回

る 

生成 AI 利用者のうち、AI の回答を「信用している」（非常に＋やや）人は 80.5%にのぼりました。さ

らに、AIの回答を「自分で確かめずに、そのまま参考にする」ことがある人は 70.5%。7割超が、裏取り

をしないまま AI の回答を受け入れる場面があると答えています。 

注目すべきは、AI の回答が自分の考えや他の情報源と食い違ったときの行動です。「AI の回答を優先

する」（どちらかといえばを含む、43.1%）は、「自分の考え・他の情報を優先する」（32.2%）を上回

りました。情報収集の道具だった AI が、自分の判断より優先される"意思決定の主役"になりつつあるこ

とを示す結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI の回答だけで投資した人の 85.6%が損失・後悔——確認しない人ほど損をしている 

投資判断で生成 AI を参考にする人のうち、「AI の回答だけを根拠に、自分で十分に確認せず投資（売

買・購入）をしたことがある」人は 62.0%にのぼりました。また、AI を参考にした投資の判断で「損失

や後悔を経験したことがある」人は 60.3%でした。 

この 2 つを掛け合わせると、リスクはさらに鮮明になります。AI の回答だけで投資したことがある人

（111 名）では 85.6%が損失・後悔を経験している一方、そうしたことがない人（68 名）では 19.1%に

とどまり、その差は約 4.5倍。AIを使うこと自体ではなく、「確認を挟むかどうか」が結果を分けている

——そのことを示唆するデータです。 

なお、損失・後悔を経験しているのは、投資知識に自信がない人とは限りません。むしろ知識への自

信別に見ると、「かなり自信がある」（90.3%）、「ややある」（56.9%）、「自信がない」（24.4%）

と、自信がある人ほど割合が高い結果となりました。「自信があるからこそ、AI の回答を確かめずに実

行してしまう」——知識への自信が、かえって"AIのいいなり投資"のリスクを高めている可能性がありま

す。 

 

 

 

 

 



Press Release 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由回答では、次のような"AI のいいなり投資"の失敗談が寄せられました。 

※自由回答より抜粋（表記は原文のまま） 

 

・ChatGPT に暗号資産投資について、将来性や価格が上がる銘柄を聞いてリストアップされた銘柄をそ

のまま信じて購入した。その結果、特に価格が上がることもなく放置して、その後昨今の戦争など世界

情勢に巻き込まれる感じで市場が下落して損をしてしまったことがある。（30代） 

・AIに推奨された銘柄をそのまま投資して損失が出てしまい後悔した。（20代） 

・おすすめされたままに投資してみたら思った以上に信託手数料が高くなっていた。（30代） 

・AIはテンションを上げてくれる回答が多いので乗せられた。（20代） 

 

Z 世代の投資情報源は生成 AI が 1 位——依存度も損失リスクも顕著 

投資判断の情報源を 20 代（Z 世代）に絞ると、「生成 AI」（46.8%）が最も高く、「YouTube 動画」

（43.6%）、「SNS」（42.6%）、「証券会社・銀行・FP などの専門家」（37.2%）を上回りました。全

体では 5 位（32.8%）の生成 AI が、20 代では専門家を抜いて 1 位となっています。特に男性 20 代では

58.1%と、2位以下を大きく引き離しました。 

AI への向き合い方でも、20 代は他の世代と一線を画します。AI の回答を「自分で確かめずに、そのま

ま参考にする」人は 86.8%（全体 70.5%）、AIの回答が自分の考えや他の情報源と食い違ったときに「AI

を優先する」人は 73.7%と、全体（43.1%）の 1.7倍にのぼりました。自分の判断より AIの判断を信じる

——まさに"AI のいいなり"の状態が、Z世代で最も進んでいます。 
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※本調査では「Z世代」を 20〜29 歳の回答者としています。 

 

その結果、AI を参考にした投資の判断で損失や後悔を経験した 20 代は 68.2%と、全年代で最も高く、

全体（60.3%）を上回りました。20代は投資知識に「自信がある」と答えた割合も約 8割（全体 58.5%）

と全世代で最も高く、「自信があるからこそ確かめない」という前章の構図が、最も色濃く表れている

世代といえます。 

 

それでも、7 割超が「今後も AI を活用したい」 

AI を投資のような重要な判断に使うことへの不安は、「誤った情報を信じてしまう」（47.9%）、「自

分で考えなくなる（思考停止）」（44.2%）、「情報が古い可能性がある」（43.1%）が上位となりまし

た。自らの"思考停止"をリスクとして自覚している人が 4 割を超えています。一方で「特に不安はない」

は 7.0%にとどまり、9割超が何らかの不安を抱えながら AIと向き合っていることになります。 

それでもなお、今後の投資判断で AIを「活用したい」（積極的に＋やや）人は 70.7%。特に 20代では

男性 85.5%・女性 96.9%と、活用意向は突出しています。リスクを感じながらも、AIが投資判断のインフ

ラとして定着していく流れは今後も続くとみられ、だからこそ「AI との正しい付き合い方」が問われて

います。 
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■調査から見えてきた課題と展望 

本調査からは、生成 AIが投資判断の主要な情報源となり、とりわけ Z世代では専門家を上回る"第一の

相談相手"になっている実態が明らかになりました。一方で、回答を確認・検証しないまま投資を実行す

る「AI のいいなり投資」が広がり、実行した人の 85.6%が損失や後悔を経験しています。 

昨年の調査で浮かび上がった"なんとなく投資"は、生成 AI の普及を経て、"AI のいいなり投資"という

新たな形に変わりつつあります。自分で十分に考えないまま投資するという行動は同じでも、その拠り

所が「なんとなくの雰囲気」から「AIの回答」へ移ったことで、"考えない投資"は手軽に答えを得ながら、

数十万円以上のまとまった金額にまで及ぶようになっています。 

問題は AI そのものではありません。AI を「答えを出してくれる存在」ではなく、「思考を補助してく

れる存在」として使いこなせるかどうか。その差が、投資の成果を分ける時代になったといえます。 

情報が誰でも手に入る時代だからこそ、資産形成には、未来をともに考え、自分に合った判断を支え

てくれる参謀のような存在が、これまで以上に重要になると当社は考えています。 

プロパティエージェントは、投資のリスクや注意点に真摯に向き合う企業として、今後も投資に関す

る実態の調査・発信を通じて、一人ひとりが自分に合った投資判断を行える環境づくりに貢献してまい

ります。 

 

■調査概要 

調査名  ：投資への AI活用の実態調査 

調査方法 ：インターネット調査 

調査対象 ：現在投資を行っており、賞与（ボーナス）の支給を受けたことがある全国 20〜69 歳の会社

員・会社役員・公務員・経営者 

有効回答数：545名 

調査期間 ：2026年 7月 13日〜7月 14日 

※構成比は小数第 2位を四捨五入しているため、合計が 100%にならない場合があります。 

 

■本調査結果の引用・転載について 

本リリースの内容を引用・転載いただく際は、「プロパティエージェント株式会社調べ」と出典を明記

のうえ、当社Webサイト（https://www.propertyagent.co.jp/）へのリンク設置をお願いいたします。 
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■関連リリースについて 

【投資経験者 550名に調査】約 8割が"なんとなく"で投資をスタート、その結果 6割が後悔の経験も。

（2025年発表） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000257.000021233.html 

 

 

【プロパティエージェント株式会社 会社概要】 

所在地：東京都新宿区⻄新宿 6-5-1 新宿アイランドタワー41階 

代表者：代表取締役社⻑ 中⻄ 聖 

設立：2004年 2月 6日 

事業内容：DX 不動産事業、不動産クラウドファンディング事業、不動産開発販売事業およびプロパテ

ィマネジメント事業（賃貸管理サービス、建物管理サービス） 

企業 HP：https://www.propertyagent.co.jp/ 

 

SNS情報 ：お好きな SNSでフォロー・ご登録ください！！ 

LINE   https://lin.ee/5OLP270 

Facebook   https://www.facebook.com/Propertyagent.Official/ 

情報サイト https://www.propertyagent.co.jp/contents/pro/ 

X       https://x.com/propertyagent_o?s=21&t=H95x9fZ8LI1HWTCyuFWRtw 

 

 

【ミガロホールディングス株式会社 会社概要】 

所在地：東京都新宿区⻄新宿 6-5-1 新宿アイランドタワー41階 

代表者：代表取締役社⻑ 中⻄ 聖 

上場市場：東京証券取引所プライム市場 

事業内容：グループ会社の経営管理及びそれに付帯する業務 

会社 HP： https://www.migalo.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

ミガロホールディングス株式会社 広報担当 Tel : 03-6302-3627  Mail : ir.info@migalo.co.jp 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000257.000021233.html
https://www.propertyagent.co.jp/
https://www.migalo.co.jp/
mailto:ir.info@migalo.co.jp

